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定価（本体27,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2619-8　　　　　　　　　　冊

●戦前期日本の社会主義文学・プロレタリ
ア文学作品を、背景となる出来事ととも
に年月日順に一覧できる文学年表事典です。

●明治30（1897）年～昭和20（1945）年まで
に発表・刊行された小説・戯曲・詩歌・
評論など計3万点の記録を調査して収録、
重要作品には解説を付しています。

●作家・執筆者名から作品を年代順に調査
できる「執筆者名索引」付き。

浦西和彦 編　A5・830頁　定価（本体27,000円＋税）　ISBN978-4-8169-2619-8　2016年7月刊行

● プロレタリア文学の全体像を理解できる近代文学研究の必携資料 ●

近代日本の社会問題を提起する文化運動の萌芽から終焉まで
職工義友会の結成、足尾鉱毒被害者の集会・請願が起きた明治30年から
大正・昭和の全盛期を経て昭和20年終戦までの3万作品と関連する出来事

日本プロレタリア文学史
年表事典

内容見本1897 年（明治30年）
【3 月】

● 3 月 1 日　片山潜がキングスレー館を開館。アメリカ総同盟（AFL）のオル
グ鷹野房太郎、城常太郎、沢田半之助が職工義友会を再興し、4 月 6 日に労
働演説会を神田の錦輝館で開く。

○『英国今日之社会』（片山潜著　警醒社書店　217 頁）　3 月 25 日
【4 月】

◎夢かたり（二葉亭四迷訳　文芸倶楽部（臨時増刊小説八家選）　第 3 巻 5 篇　
1 ～ 23 頁）　4 月 1 日
〔内容〕標題「夢かたり」。柱「夢がたり」。ツルゲーネフの「夢」。

【5 月】
◎凱旋祭（泉鏡花　新小説　2 年 6 巻　125 ～ 136 頁）　5 月 5 日
◎うき草（ツルゲーネフ , 二葉亭四迷　太陽　3 巻 9 ～ 25 号）　5 月 5 日～ 12 月

20 日　＊ 12 回連載
〔内容〕ツルゲーネフ「ルージン」の翻訳。

【6 月】
● 6 月 22 日　帝国大学を東京帝国大学と改称。京都帝国大学を設立（開学式 8

月 13 日）。
○日本主義を賛す（高山林次郎　太陽　3 巻 13 号　39 ～ 44 頁）　6 月 20 日

【7 月】
● 7 月 5 日　労働組合期成会を結成。高野房太郎が幹事長、片山潜が幹事、島田

三郎、村井知至、安部磯雄らが評議員。我が国の労働組合運動の第一歩。

1921年（大正10年）
【2 月】

● 2 月 12 日　大本教幹部が不敬罪、新聞紙法違反で一斉検挙される。
● 2 月 25 日　「種蒔く人」第 1 次を小牧近江、金子洋文らが秋田県土崎港で創刊。
● 2 月 26 日　労働劇団第 1 回公演に平沢計七らが「失業」「血の賞与」等を上演。

○小島かはたれ氏著『蹄音』を評す（伊藤栄之助　秋田新聞）　2 月 1 日 , 2 日　
＊ 2 回連載

◎家庭（加藤一夫　解放　3 巻 2 号　19 ～ 40 頁）　2 月 1 日

【編者プロフィール】

浦西 和彦　うらにし・かずひこ

1941 年大阪府生まれ。1964 年関西大学卒業。関西大
学文学部教授。2012 年定年退任、名誉教授。近代文
学研究、書誌学者。2015 年大阪市民表彰文化功労賞。
著書に「日本プロレタリア文学の研究」「現代文学研
究の枝折」、書誌に「葉山嘉樹」「徳永直」「日本プロ
レタリア文学書目」「谷沢永一」「開高健書誌」「大阪
文芸雑誌総覧」「田辺聖子書誌」「浦西和彦著述と書誌」
全 4 卷など。

 ●�→背景となる出来事
◎�→小説・戯曲
○�→評論・エッセイ


